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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 事務所内電力、自動車燃料を創意工夫により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 事務所内のごみの削減に努めます。

４ ． 事務所内 節水に努めます。

５ ． 地域防犯に積極的に参加します。

６ ． 社内制度を再構築し配送サービスの向上を目指します。

７ ．

８ ．

制定日：

　本業である配送サービスを通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自
主的・積極的に取り組みます。
　お客様に喜んでいただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供する
ことが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組ん
でまいります。

2022年9月22日

樋谷　羽津美

人と人の間をつなぐ物流企業として自社の発展のみならず、社会にどのように貢献して
いくのか？　また、その貢献をどのように永続するのか？を常に問いかけながらさらな
るサービスの向上に努めようと思っていますので、今後の合同サービス配送(有)にご期
待ください。

環 境 経 営 方 針

代表取締役社長
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（１） 名称及び代表者名
合同サービス配送有限会社
代表取締役社長　樋谷　羽津美

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市北区大淀中5-11-25

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 総務部長　 乙井　いづみ TEL：06-6451-2177
担当者 業務部 阿久津　紗希 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊
担当者 業務部 中川　亜美

（４） 事業内容
一般貨物自動車輸送事業、貨物運送取扱事業、軽貨物自動車運送事業

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 5 月 1 日 ～ 4 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 合同サービス配送有限会社
対象事業所： 本　　　社
対象外： なし
活動： 一般貨物自動車輸送事業、貨物運送取扱事業、軽貨物自動車運送事業

□事業の紹介

198

本　　　社

組織の概要

35,935

30

・一般貨物自動車運送事業

・貨物運送取扱事業

・軽貨物自動車運送事業

合同サービス配送有限会社 | 合同サービス配送有限会社公式ホームページ 
(goudouservice.com)

各車両のサービス内容
まずはお客様のもとに、私どもの物流コンサルタントが訪れ

配送全般に関わる問題点をヒヤリングし、お客様と一緒に

最適な解決方法を考え、具体的なサービスの提案をします。
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

阿久津・中川（亜）

社長 樋谷

環境経営組織及び役割・責任・権限

環境委員会

乙井

2022年9月22日

業務部 総務部

乙井

管轄・福島

上嶋
管轄・空港

森國

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
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単位
kg-CO2

ｋｇ
ｋｇ
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

〇

〇

〇
〇

〇

〇

※都市ガスは少量のため目標設定はしていません。
※化学物質の使用はしておりません。

※産業廃棄物は発生しません。

90%

95%98%

301,75670,691

2021年 78% 96%

304,900

88% 97%

行動目標（次項による）  社内体制の再構築

2021年 98%

配送サービスの向上

kg

97%97%

192 188

水道水の削減

一般廃棄物の削減

97%
上記二酸化炭素排出量合計

自動車燃料による二酸
化炭素削減 基準年度比

kg-CO2 75,617 74,105

基準年度比 2021年

kg-CO2

電力使用量の削減 kWh 4,673
基準年度比

電力による二酸化炭素
削減 基準年度比 2021年 98%

2023年
　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

（基準年)

関西電力

2024年

（目標）

1,486

12月末まで
基準値 2022年

（目標）

2021年

78%

水使用量 0 69 15

（実績）

環境経営目標及びその実績

関西電力
0.318 0.318

172

廃棄物排出量

2020年

95%

314,471 70,708

項　目

　一般廃棄物排出量
0

2022年

二酸化炭素総排出量 0

0

主な環境負荷の実績

0　産業廃棄物排出量
0 768

5,848

評
価

下段：

1,456 1,153 5,909
（目標）

94%

67㎥ 17 17
基準年度比

295,908

96%

2021年 98%

96%

18,389

745172

4,580 3,627 18,583

69,538 298,99074,131 72,648
96%

6615

737

行動目標（次項による）　企業価値向上

96%

2020年度 2020年度
※2022年度のデータは、

 10月～12月までの3か月間
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数値目標：○達成　×未達成

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2021年
2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年
2022年

2021年
2022年

△

1,320899
1,032 997

1,086

11,241
8月

7月6月
866

3月2月 4月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

△
原単位目標

7月

・働き方見直しによる残業時間の短縮

1月

1,916
924

8月

1,961

872

・エリア別営業活動の見直し

5月

6月

○

1,233

達成状況

数値目標

1,509

6月5月

807 1,591

9月 12月11月10月

○

達成状況

数値目標

1,522

・エコドライブの浸透
・効率的なルートで配送

10,966
8,406

9,890
9月

1,018

11,611

5月

8月 9月

9,528

〇

8,451 12,366
7月

11,803

△

10,368

1,463 1,495

・燃料削減方法の検討（運転日報の様式改

1,069 845

〇 12月時点で目標値達成した。目標達成手段についてはまだ完全な
活動とは言えなかった。引き続き、活動を強化して年度終了後に次
年度の目標値、活動を検討する。・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

2,459

○・不要照明の消灯

1,457

9,410
2月 3月

○

10月 11月 12月 4月

1,188
1,2562,1601,524

1,109
1,8912,160

取組結果とその評価、次年度の取組計画
入社時や定期的にエコドライブの必要性について社内講習を実施
している効果があった。数値目標は達成であるが、燃費評価の準
備を行っている最中で今年度中に燃費票ができるように努力する。

1,594 2,277

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

〇

8,077 8,905

3月

1月

1,324

8,409 8,490

1,273 934 1,256 1,539

8,9828,979 9,469
8,203

12月 1月

9,528
8,607

4月
1,2331,336

1,080 886892

10月 11月
1,511

2月

1,217

0

1,000

2,000

3,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

5,000

10,000

15,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500

2,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

軽油（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

2021年
2022年

水道水の削減

2021年
2022年

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
○

7月
7

4

5月 6月

使用量は少量で節水意識のみを徹底している。目標値は達成して
いるので、今後も節水意識をもって取り組む。

0
0

4月

0

6464 64

・分別の徹底
数値目標

6
9月
55 5 8

達成状況

達成状況

64

・ストップノズル取り付け

〇

0

6 4

数値目標

64
64

64

8月 9月
64 64

・持込ごみの見直し（車内発生ごみ）

7月

2月

・ペーパーレス化、帳票見直しによる印刷 ○
・運送用緩衝材の再利用

5月 6月

○

○

〇

△

1月 3月

△

12月
6464

10月
64 64 64 64

4月
64

取組結果とその評価、次年度の取組計画

11月

数値目標達成。ペーパーレス、緩衝材の再利用はおおよそできている。今後は分別の徹底、社内ごみの見直しに力を入れる。

64
2月

8月

4 6 5
6 6

5 4

3月
5 5

取組結果とその評価、次年度の取組計画

60

6
8 7

11月 12月 1月10月
5

6458 54 64

0

2

4

6

8

10

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

20

40

60

80

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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社内体制の再構築

企業価値向上

グリーン購入への取組

取組紹介欄

クールチョイス賛同

・運送サービス新製品・商品開発
働き方、カーボンニュートラルへの対応、

○

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

△

資格（運転免許、一般講習、初任運転）

0

取組結果とその評価、次年度の取組計画
社内ブランディング（社内啓発） ○

0

ドライバー品質の向上については教育訓練、無事故無違反達成で
現状では、通常の品質は確保されている状態である。今後は差別
化のための社外教育訓練も加味して品質向上を目指す。

ブランディング、新商品についてはミーティングでコミュニケーション
を行い実施している。外部発信はWebサイト、DMで実施している。
人材確保に向けてEA21を利用できるように検討していきたい。働き
方についても検討していく。

自社価値の外部発信（Webサイト、

・事業拡大のための資金調達、人材確保 △

達成状況

教育訓練、研修 ○
無事故無違反　表彰

○

△
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

緊急事態の想定： 暴風雨被害
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

一般廃棄物（事務所ごみ）廃棄物処理法

道路運送車両法
道路交通法

ハザードマップなどで災害を想定した机上訓練で手順を確認した。

樋谷社長・海本部長・乙井いづみ・上嶋鉄也・海本唯登・宮口裕輝・東阪優也・阿久津沙希・
丹保慶吾　9名

フロン排出抑制法
保安基準順守、点検整備の実施

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

特にありません。

令和4年12月25日 本社/大淀事務所

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項 ドライバー資格（プライバシー）
業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫の設置

交通違反

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 〇〇
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

電力による二酸化炭素削減項目は、目標を達成できたが、自動車燃料による二酸化炭素削減は一部達成できなかった。
自動車の燃料による二酸化炭素の削減については、輸送需要が増えると増えるので、削減が難しいが、引き続き、活動を
行っていく。
社内の整理、管理等に関しては、分別ごみの徹底を掲示物・SNSで注意喚起することで、少しずつだが、社内美化の意識が高
まってきたように見受けられる。これらの取り組みは、社内の業務が円滑になる一因になっている

2023年2月1日

代表者による全体の評価と見直し・指示
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